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㸰㹄㸱㸯�

᪩✄田大学㔜点領域研究におけるᡓ␎とホ౯ 
 

 ୗྐ㑻（᪩✄田大学）⸭ࠊᝋྐ⸩㇂ࠊᒣᩔኈ▼ࠊᯇỌ ᗣࠊᑠᯘ┤人ۑ

 

 

㸯㸬はじめに 

大学における研究はࠊᇶ本的にはಶ人ྛࡸ研究グループが推㐍する主体的で自⏤な研究をᇶ本と

している。しかしࠊ近年のように」㞧化したᆅ⌫的・国際的・♫会的なㄢ題が増大している୰でࠊ

大学における研究もࡑのㄢ題ゎỴに✚ᴟ的に㈉献しࠊ新たな学術領域のฟࡸノベーションฟに

結びࡘけることがᮃまれている。ࡑのためࠊ㝈られた研究資※を᭷ຠに活用することもྵめてࠊ大

学としてᡓ␎的に研究を㐍めることが必要となって᮶ている。このような観点から᪩✄田大学にお

いては2009ࠊ 年ᗘに学研究会㆟ࠊ研究㝔ࠊ研究ᡓ␎ࢭンターなどの新たな研究推㐍のための⤌⧊

をタ置するとともにࠊ大学として㔜点的にྲྀり⤌ࡴ研究ㄢ題を㐍めるためのไᗘとして㔜点領域研

究ไᗘを新タした。ල体的にはࠊձᆅ⌫つᶍのㄢ題・問題ゎỴに⧅がる研究テーマをタ定するࠊղ

学的など点で学術㝔ࠊ研究機構➼の学ෆ⤌⧊のᯟを㉸えて研究者を結㞟するࠊճ本学⊂自の考え

方をᇶ本とするࠊմ政ᗓの科学技術政策との対応を考៖するࠊといった点からࠊ大ᒁ的ㄢ題ࠊ♫会

的ㄢ題の᳨ウ・整⌮ࠊ᪩✄田の「ᙉみ」ࠊ「弱み」➼の分析を行いࠊ㔜点領域のタ定とࡑれら㔜点領

域で展開する研究の㑅定を行っている。本✏ではࠊこの㔜点領域研究のᡓ␎ᙧ成と推㐍方ἲࡑࠊし

てホ౯にࡘいて概ㄝする。 

 

㸰㸬㔜点領域研究の┠的とᡓ␎ᙧ成 

᪩✄田大学の㔜点領域研究ㄢ題のタ

定にあたってはୖࠊグど点に加えてࠊ人

材⫱成をྵࡴ研究の活性化とࠊ研究体ไ

の自立性・ᣢ続性の確立をᅗりࠊ研究成

果のアࣆールを行うことをࡑࠊのᇶ本と

している。㔜点領域研究の┠的としてࠊ

ձ国際競争ຊのある研究の実施ࠊղ自立

的で⥅続的な研究ᣐ点ᙧ成をᣲࡆること

ができる[1]。≉にࠊᚋ者の┠的はᴟめて

㔜要でありࠊᅗ 1に示すように㔜点領域

研究はࠊⴌⱆ段階にあるಶ人レベル研究

が本᱁化段階に入りࠊ研究の連ᦠとᣐ点

化を┠指す段階に入る研究と置付けて

いる。ࡑしてࠊこの連ᦠ・深化および⼥

合・ᣐ点化段階において学ෆの研究ຓ成

を行いྛࠊ 研究推㐍主体が自立的⥅続的研究体ไを確立して研究ᣐ点として発展することが期ᚅさ

れている。 

୍方ࠊ㔜点領域にタ定にᙜたってはᡓ␎的な᳨ウを行った。୍⯡的な研究ᡓ␎ᙧ成の方ἲ論に

おいてはࠊ（㸯）主として₇⧢的推論（deduction）を๓提にするトップダウン方ᘧࠊ（㸰）主とし

てࠊᖐ⣡的推論（induction）により研究ᡓ␎をᑟきฟして行く࣎トムアップ方ᘧに加えて（３）ࠊ

௬ㄝᙧ成的推論（abduction）に౫ᣐするトップダウン方ᘧのᡓ␎と࣎トムアップ方ᘧのすり合わ

論⌮性は๓ࠊパースの提唱した推論方ἲでࠊが㔜要である 。௬ㄝᙧ成的推論は（]middle-mi）ࡏ 2

者に比べてపいが造性の㧗い方ἲでありࠊ数ࠎの科学的な発見がこの推論にᇶ࡙いて行われてき

たと言われている[2-4]。（ᅗ 2ཧ↷）。 

㔜点領域のᡓ␎策定にᙜたってはࠊ主としてこの 3 ✀の推論方ἲを⤌み合わࠊࡏ最⤊的には௬

ㄝᙧ成的推論に๎ったᙧで策定をヨみている。まずࠊ大ᒁ的ㄢ題（あるいはᆅ⌫的ㄢ題）をᗄࡘか

ᅗ �㸬㔜点領域研究の置࡙け 
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タ定しࡑࠊれを領域的ㄢ題（あるいは♫会

的ㄢ題）にࣈレークダウンした。これが主

として�1�の₇⧢的推論の過⛬にあたる。

୍方でࠊල体的研究ㄢ題のタ定にあたって

はࠊ学ෆのྛ研究領域・分野ࡈとの研究ຊ

の調査および学እ研究動向の調査・比較の

ୖにࠊ考えられるㄢ題をᢳฟした。これがࠊ

�2�のᖐ⣡的推論の過⛬にあたる。ࡑして

3�の௬ㄝᙧ成的推論の�てࡏれらを合わࡑ

もとにࠊල体的ㄢ題をタ定した。これらの

過⛬によりࠊ実質的にはࠊෑ頭で㏙べたձ

ᆅ⌫つᶍのㄢ題ゎỴに⧅がる研究テーマ

のタ定ࠊղ学的など点で学ෆ⤌⧊のᯟを

㉸えた研究者の結㞟ࠊճ大学⊂自の考え方ࠊ

մ政ᗓの科学技術政策との対応ࠊという点

から研究ㄢ題を整⌮することがฟ᮶たと

考えられる。 

 

 

３㸬㔜点領域研究の推㐍とࡑのホ౯ 

（㸯）研究の推㐍 

㔜点領域研究のಶࠎの研究テーマの㑅定にᙜたってはࠊ研究テーマເ㞟を学的に行いࠊ自⏤

にどのㄢ題にも応ເをྍ⬟とした。応ເされたㄢ題を研究㝔にタけられたᑂ査・ホ౯部会でᑂ査を

行ってࡑࠊれࡒれのㄢ題で㸯௳から数௳研究テーマが採ᢥされたがࠊこの過⛬もୖグの₇⧢・ᖐ⣡・

௬ㄝ推論ᙧ成の」合プロࢭスと考えることがฟ᮶る。 

実際には2009ࠊ 年ᗘに 8 テーマ2010ࠊ 年ᗘに 10 テーマ2011ࠊ 年ᗘに 4テーマの採ᢥを行った。

ᅗ 3 に 2009 年ᗘ2010ࠊ 年ᗘでタけた 8 2011ࠊの㔜点領域のㄢ題を示す。なおࡘ 年ᗘには 3 月 11

日に発⏕したᮾ日本大㟈⅏からの

・ᪧ⯆に向けて⥭ᛴ的な対応のためにࠊ

「大つᶍ⅏ᐖからの⯆と新♫会シス

テム構⠏」 という㔜点領域研究ㄢ題が

タ定された。 

㔜点領域研究に採ᢥされた研究グル

ープはࡑࠊの推㐍のためにタ置された㔜

点領域研究機構の୰にプロジ࢙クト研

究所をタ置しࠊ研究代表者はプロジ࢙ク

ト研究所の所長として研究を推㐍する。

プロジ࢙クト研究所のタ置期㛫は原๎

㸳年㛫である。大学はࡑࠊの研究のつᶍ

ෆᐜ➼に応じた研究資㔠のຓ成を行ࡸ

う。資㔠ຓ成はࠊᇶ本的にᙜヱ研究のス

タートアップに必要となる経費として

置付けࡑࠊのຓ成期㛫は原๎３年㛫

である。 

 

 

（㸰）ホ౯方ἲの概要 

 㔜点領域のホ౯方ἲの概␎をࠊᅗ 4に示す。ホ౯はࠊ㔜点領域研究の本᮶の┠的であるձ国際競

争ຊのある研究の推㐍ࠊղ自立的で⥅続的な研究の推㐍ࠊという㸰大┠ᶆに向けてࠊ事๓ホ౯ࠊ୰

ᅗ �㸬研究ᡓ␎の構⠏プロࢭス 

ᅗ �㸬㔜点領域研究ㄢ題（����，���� 年ᗘ） 
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㛫ホ౯ࠊ最⤊ホ౯ࠊ事ᚋホ౯を行うこととしている。以ୗにࡑの≉ᚩを示す。 

ձ事๓ホ౯においてはࠊ㔜点領域研究の㊃᪨にἢった研究ㄢ題の㑅ᢥがなされているかࠊを㔜要

どしࠊ研究ෆᐜのඛ㐍性・⊂性ࠊ᪩✄田の⊂自性ࠊ研究体ไの自立性・ᣢ続性ࠊ学術的・♫会的

Ἴ及ຠ果ࠊなどを指ᶆとしてᑂ査を行う。ࡑの結果としてࠊ㔜点領域研究としての実施の㐺ྰのุ

᩿を行う。 

ղ୰㛫ホ౯においてはࠊ㐍䬖ᗘの点᳨と┠ᶆ⟶⌮ࠊ研究開発の質の向ୖを主として㔜どしࠊ研究

成果ࠊ学術的・♫会的Ἴ及ຠ果ࠊ研究体ไの自立性ࠊ研究体ไのᣢ続性ࠊ人材のከᵝ性などを指ᶆ

としてホ౯を行う。ࡑの結果としてࠊ研究⥅続の㐺ྰのุ᩿を行う。 

ճ最⤊ホ౯ においてはࠊ計⏬の┠的

研究ࠊᶆの㐩成状況の確認を㔜どし┠ࡸ

成果ࠊ学術的・♫会的Ἴ及ຠ果ࠊ研究体

ไの自立性ࠊ研究体ไのᣢ続性ࠊ人材の

ከᵝ性などを指ᶆとしてホ౯する。ࡑの

結果としてࠊ研究実施のព⩏ࡸᚋの展

開のุ᩿を行う。 

մ事ᚋホ౯は研究⤊ᚋに実施しࠊ㔜

点領域研究に関するไᗘの㐠Ⴀ状況➼

をᢕᥱしࠊไᗘの見┤しに資するために

行う。これはࠊಶࠎの研究ㄢ題推㐍のあ

り方というよりはࠊ㔜点領域研究という

ไᗘ・方ἲのㄢ題ࡸᑗ᮶展開をᢳฟする

こと主な┠的である。 

なおࠊホ౯はࠊ研究㝔にタけられたᑂ

査・ホ౯部会にて実施されࠊホ౯ጤဨはࠊ

研究㝔㐠Ⴀጤဨࠊ学ෆ᭷識者ࠊ学እ᭷識

者➼から構成されている。 

 

（３）ホ౯のព⩏とㄢ題 

 大学における研究ホ౯のព⩏はࠊ㔜点領域研究のሙ合は明確である。すなわࡕಶࠎの研究ㄢ題に

対しては「大学のண算をったことに対するㄝ明㈐௵を果たしているかࠊ㔜点領域研究の┠的にἢ

った成果ฟࠊ㐠Ⴀࠊ⤌⧊化がなされているか」ということをࠊ大学自㌟に対しては「㔜点領域研

究というไᗘがࡑの㊃᪨にἢって༑分に機⬟し㐺ษであるか」をホ౯することが┠的となっている。

したがって研究者ಶ人というよりはࠊ研究⤌⧊・大学としてのㄝ明㈐௵を果たすべきであるという

考えがᇶ本である。≉に大学はࠊ研究の㔜点化の推㐍によりࡑࠊの┠的がຠ果的に㐩成されたかを

明らかにする必要がある。これは大学の政策に関わる問題でありࠊこの政策┠ᶆに対して༑分なຠ

果がᚓられないということとなるとࠊ研究ᡓ␎の変᭦にࡘながるࠊということが言えよう。 

ḟに考៖すべき点はࠊホ౯のもたらすຠ果である。すなわࠊࡕձ研究推㐍ഃにとってのຠ果とし

てはࠊホ౯により（1）研究の㐍展ࠊ研究の⤌⧊化・ᣐ点化の状況をᢕᥱできること（2）ࠊさらに

最⤊的に（3）ࠊの結果によっては研究ຓ成をྵめຓ成期㛫⤊ᚋも㏣加的ᥐ置がᚓられることࡑ

はḟの⤌⧊の発展がಁされることࠊなどがホ౯のຠ果としてあࡆられる。୍方ࠊղ大学にとって

のຠ果としては（1）ࠊ㔜点領域研究ไᗘによる研究および研究ᣐ点化が༑分㐍展しているかを確

認する機会となるとともに（2）ࠊ≉に連ᦠの推㐍ࡸᣐ点化に向けたㄢ題を明らかにすること（3）ࠊ

ไᗘࡑのものの点と問題点をᢳฟしࡑࠊの㐠Ⴀとḟのไᗘタ計にᫎすることࠊなどがࡑれに対

応すると言えよう。 

現在わが国の研究ホ౯にあっては（1）ࠊプログラム化（2）ࠊアウトカムのど点（3）ࠊ事๓ホ౯ࠊ

（4）㏣㊧ホ౯ࠊの㔜要性が認識されࠊ㆟論されている。大学のホ౯にあってもࠊこれらのど点を

㔜どすることは㔜要でありࠊこれらとの対比を通してࠊ本㔜点領域ホ౯にࡘいて以ୗにࡑのㄢ題を

整⌮してみる。 

�1�プログラム化にࡘいて㸹平⃝によれば「研究プログラムはࠊ政策と研究プロジ࢙クトを⧅ぐ

ᅗ �㸬㔜点領域研究のホ౯の概要 
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構造化・論⌮化された政策の実施・展開・⟶⌮の༢」と定⩏されるが[5]ࠊここではよりᗈく「ᡓ

␎┠的と研究プロジ࢙クトを⧅ぐ構造化・論⌮化された研究展開の༢」と定⩏しておく。ᚑってࠊ

Ᏹᐂ科学研究のようなᇶ♏研究においても研究プログラムという考え方を㐺用することはྍ⬟で

ある。㔜点領域研究ではࠊ≉定の┠的のために研究推㐍主体ࠊ研究資※ࠊ研究⤌⧊を㞟⣙化して行

うことがồめられているためࠊ㔜点領域研究自体が୍ࡘの研究プログラムであると考えられるがࠊ

ಶࠎの研究プロジ࢙クトもࡑれ自体がプログラムとなっていると考えられる。 

�2�アウトカムのど点にࡘいて㸹アウトカムとは研究成果のうࡕアウトプットのようなᙧᘧ的成

果ではなくࠊ実質的な研究成果と定⩏されている。ᇶ♏研究のሙ合ࡑࠊのアウトカムは新たな学⌮

の構⠏ࠊ関連学術分野の発展ࠊ♫会的なἼ及ຠ果ࠊなどがࡑれにあたるがࠊ㔜点領域研究に関して

はࡑࠊの┠的のうࠊࡕ学術的Ἴ及ຠ果ࠊ♫会的Ἴ及ຠ果ࠊ自立的ᣢ続的な研究⤌⧊の構⠏などがࠊ

アウトカムでありࡑࠊのためのホ౯指ᶆを加えてある。ただしࠊアウトカムࡑのもののホ౯はࠊ

㛫がかかるものであるからࠊあくまでも「アウトカムのど点からのホ౯」ということになる。 

�3�事๓ホ౯にࡘいて㸹ᅇ㔜点領域研究としてプロジ࢙クトを採ᢥするかどうかのᑂ査がࡑれ

にあたるがࠊᅗ 4に示すようにࡑのホ౯指ᶆが明確化されている。 

�4�㏣㊧ホ౯にࡘいて㸹事ᚋホ౯がࡑの୍部を構成すると考えられるがࠊ≉に㔜点領域ไᗘ自体

のㄢ題をὙいฟすことを㔜要どしている。 

以ୖのようにࠊ大学における研究であってもプログラムホ౯ࠊさらにはアウトカムのど点のホ

౯➼はྍ⬟であると考えられࡑࠊの㐺用が㔜要である。さらに㔜点領域研究のሙ合ࠊ研究ᣐ点のᙧ

成に向かう段階の研究であることを考えるとࠊ研究ෆᐜに加えて研究の⤌⧊化にࡘいてࠊより᭷ຠ

なホ౯ࡸᨭの方ἲを考៖することが㔜要であると考えられる。 

 

㸲㸬おわりに 

᪩✄田大学における㔜点領域研究のᡓ␎策定とࡑのホ౯方ἲを⤂した。㔜点領域研究の性᱁ୖࠊ

成した研究成果が期ᚅされているわけではなくࠊ自立的ᣢ続的な研究ᣐ点ᙧ成が大きな┠ᶆであ

る以ୖࠊホ౯もࡑれにࡩさわしいものでなければならない。ࡑのពではࠊつ⠊的なホ౯ではなくࠊ

よりᨭ的なホ౯になっている必要がありࠊホ౯の結果が研究推㐍主体および大学のࡑのᚋの方㔪

స成に対して༑分᭷┈なのでなければならない。本ホ౯はࠊ開ጞされたばかりであるがࠊᑂ査・ホ

౯部会の୰で⥅続的な㆟論を行っておりࠊよりᘓタ的なホ౯方ἲとࡘなࡆていくことがᮃまれる。 

୍方でࠊ♫会的には大学の研究成果からイノベーションに⧅がることも期ᚅされている୰でࠊ研

究の᭷する考え方・ᡭἲ・技術などの革新性に加えてࠊ♫会的౯್ࡸ経済的౯್とどのようにࣜン

クして発展さࡏて行くかもᴟめて大きなㄢ題である。㔜点領域研究ではࠊ๓もってイノベーション

までを見ᤣえた研究ᡓ␎を構⠏することまではồめられていないもののࠊ研究開発においては実際

にはどの点で現実♫会とのすり合わࡏを行いࡑࠊれを研究開発にどのようにフードバックする

かの機と見ᴟめが㔜要である。アウトカムのど点からのホ౯においてࡑࠊれをどのようにྲྀり㎸

 。であろうࡘでいくかもḟの主要ㄢ題の୍ࢇ
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